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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】周波数領域分離を用いた適応時分割複信（ＴＤ
Ｄ）システムにおける干渉管理を提供する方法および装
置を提供する。
【解決手段】ビクティムｅノードＢ９１２とネイバーｅ
ＮＢ９２２との間のアップリンク／ダウンリンク構成不
整合に少なくとも部分的に基づいて、潜在的干渉状態を
識別する。ビクティムｅノードＢ９１２は識別された潜
在的干渉に基づいて、周波数リソースを制限するために
ネイバー基地局９２２にシグナリングする。ネイバーｅ
ＮＢ９２２は、シグナリングに応答して、周波数リソー
スをサイレントにする、電力を制限する、または、異な
る方向へのビームフォーミングを実行する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビクティムｅノードＢ、ｅＮＢとネイバーｅＮＢとの間のアップリンク／ダウンリンク
構成不整合に少なくとも部分的に基づいて潜在的干渉状態を識別すること、
　を備える、ワイヤレス通信の方法であって、
　（ｉ）前記ネイバーｅＮＢからのダウンリンク送信が、前記ビクティムｅＮＢにおいて
受信されるアップリンク送信と干渉する時、前記ビクティムｅＮＢのアップリンク周波数
リソースが可能にされると同時に、ダウンリンク周波数リソースを制限するために、また
は
　（ｉｉ）前記ネイバーｅＮＢへのアップリンク送信が前記ビクティムｅＮＢからのダウ
ンリンク送信と干渉する時、前記ビクティムｅＮＢのダウンリンク周波数リソースが可能
にされると同時に、アップリンク周波数リソースを制限するために、
　前記ビクティムｅＮＢが、前記識別された潜在的干渉に基づいて、前記ネイバーｅＮＢ
にシグナリングすること、
　によって特徴付けられる、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記ビクティムｅＮＢにおいて受信される前記アップリンク送信は、サブフレームの開
始において送信しない短縮フォーマットで受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ネイバーｅＮＢの周波数リソースは、ダウンリンク周波数リソースを制限するため
の前記シグナリングに応答してサイレントにされる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ネイバーｅＮＢの周波数リソースの使用が、ダウンリンク周波数リソースを制限す
るための前記シグナリングに応答して、制限付き電力でまたは異なる方向へのビームフォ
ーミングで制限される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ビクティムｅＮＢからの前記ダウンリンク送信は、拡張物理ダウンリンク制御チャ
ネル、ｅＰＤＣＣＨ、拡張物理ハイブリッドインジケータチャネル、ｅＰＨＩＣＨ、拡張
物理制御フォーマットインジケータチャネル、ｅＰＣＦＩＣＨのうちの少なくとも１つ、
またはそれらの組み合わせを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ネイバーＵＥのアップリンク送信は、前記ネイバーＵＥが複数のアンテナを有する時、
アップリンク周波数リソースを制限するための前記シグナリングに応答して、異なる方向
へのビームフォーミングによってまたは低電力で制限される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ビクティムｅノードＢ、ｅＮＢにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記ビクティムｅＮＢとネイバーｅＮＢとの間のアップリンク／ダウンリンク構成不整
合に少なくとも部分的に基づいて潜在的干渉状態を識別する手段と、
　（ｉ）前記ネイバーｅＮＢからのダウンリンク送信が、前記ビクティムｅＮＢにおいて
受信されるアップリンク送信と干渉する時、前記ビクティムｅＮＢのアップリンク周波数
リソースが可能にされると同時に、ダウンリンク周波数リソースを制限するために、また
は
　（ｉｉ）前記ネイバーｅＮＢへのアップリンク送信が前記ビクティムｅＮＢからのダウ
ンリンク送信と干渉する時、前記ビクティムｅＮＢのダウンリンク周波数リソースが可能
にされると同時に、アップリンク周波数リソースを制限するために、
　前記識別された潜在的干渉に基づいて、前記ネイバーｅＮＢにシグナリングするための
手段と、
　を備える、装置。
【請求項８】
　前記ビクティムｅＮＢにおいて受信される前記アップリンク送信は、サブフレームの開
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始において送信しない短縮フォーマットで受信される、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記ネイバーｅＮＢの周波数リソースは、ダウンリンク周波数リソースを制限するため
の前記シグナリングに応答してサイレントにされる、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ネイバーｅＮＢの周波数リソースの使用が、ダウンリンク周波数リソースを制限す
るための前記シグナリングに応答して、制限付き電力でまたは異なる方向へのビームフォ
ーミングで制限される、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ビクティムｅＮＢからの前記ダウンリンク送信は、拡張物理ダウンリンク制御チャ
ネル、ｅＰＤＣＣＨ、拡張物理ハイブリッドインジケータチャネル、ｅＰＨＩＣＨ、拡張
物理制御フォーマットインジケータチャネル、ｅＰＣＦＩＣＨのうちの少なくとも１つ、
またはそれらの組み合わせを備える、請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　ネイバーＵＥのアップリンク送信は、前記ネイバーＵＥが複数のアンテナを有する時、
アップリンク周波数リソースを制限するための前記シグナリングに応答して、異なる方向
へのビームフォーミングによってまたは低電力で制限される、請求項７に記載の装置。
【請求項１３】
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのプログラムであって、
　請求項１から６の方法のうちの何れか１つをコンピュータに実行させるためのプログラ
ム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その開示全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１２
年５月１１日に出願された「INTERFERENCE MANAGEMENT FOR ADAPTIVE TDD WITH FREQUENC
Y DOMAIN SEPARATIONS」と題する米国仮特許出願第６１／６４６，１７０号の米国特許法
第１１９条（ｅ）項に基づく利益を主張する
　[0002]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、周波数
領域分離を用いた適応時分割複信（ＴＤＤ：time division duplexed）システムにおける
干渉管理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シ
ステム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割
多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡ）システムがある。
【０００３】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標）：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partnership Project
）によって公表されたユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ：Universal Mo
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bile Telecommunications System）モバイル規格の拡張セットである。ＬＴＥは、スペク
トル効率を改善することによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより
良くサポートし、コストを下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、
ダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－Ｆ
ＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格と
より良く統合するように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセ
スに対する需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ま
しくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格と
に適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００４】
　[0005]一態様では、ワイヤレス通信の方法が開示される。本方法は、アップリンク／ダ
ウンリンク構成不整合に少なくとも部分的に基づいて潜在的干渉状態を識別することを含
む。また、識別された潜在的干渉に基づいて周波数リソースを制限するためにネイバー基
地局にシグナリングすることが含まれる。
【０００５】
　[0006]別の態様は、ワイヤレス通信の方法を開示し、コンポーネントキャリアのための
アップリンクまたはダウンリンク送信方向を適応的に割り当てることを含む。
【０００６】
　[0007]別の態様は、ワイヤレス通信の方法を開示し、コンポーネントキャリア内でアッ
プリンク送信とダウンリンク送信とを周波数分割多重化することを含む。
【０００７】
　[0008]別の態様では、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを
有するワイヤレス通信が開示される。（１つまたは複数の）プロセッサは、アップリンク
／ダウンリンク構成不整合に少なくとも部分的に基づいて潜在的干渉状態を識別するよう
に構成される。（１つまたは複数の）プロセッサはまた、識別された潜在的干渉に基づい
て周波数リソースを制限するためにネイバー基地局にシグナリングするように構成される
。
【０００８】
　[0009]別の態様は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを有
するワイヤレス通信の方法を開示する。（１つまたは複数の）プロセッサは、コンポーネ
ントキャリアのためのアップリンクまたはダウンリンク送信方向を適応的に割り当てるよ
うに構成される。
【０００９】
　[0010]別の態様は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを有
するワイヤレス通信の方法を開示する。（１つまたは複数の）プロセッサは、コンポーネ
ントキャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信とを周波数分割多重化するように
構成される。
【００１０】
　[0011]別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体を有するワイヤレスネットワーク
におけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品が開示される。コンピュー
タ可読媒体は、（１つまたは複数の）プロセッサによって実行されたとき、（１つまたは
複数の）プロセッサに、アップリンク／ダウンリンク構成不整合に少なくとも部分的に基
づいて潜在的干渉状態を識別する動作を実行することを行わせる、非一時的プログラムコ
ードを記録している。プログラムコードはまた、（１つまたは複数の）プロセッサに、識
別された潜在的干渉に基づいて周波数リソースを制限するためにネイバー基地局にシグナ
リングすることを行わせる。
【００１１】
　[0012]別の態様は、非一時的コンピュータ可読媒体を有するワイヤレスネットワークに
おけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品を開示する。コンピュータ可
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読媒体は、（１つまたは複数の）プロセッサによって実行されたとき、（１つまたは複数
の）プロセッサに、コンポーネントキャリアのためのアップリンクまたはダウンリンク送
信方向を適応的に割り当てる動作を実行することを行わせる、非一時的プログラムコード
を記録している。
【００１２】
　[0013]別の態様は、非一時的コンピュータ可読媒体を有するワイヤレスネットワークに
おけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品を開示する。コンピュータ可
読媒体は、（１つまたは複数の）プロセッサによって実行されたとき、（１つまたは複数
の）プロセッサに、コンポーネントキャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信と
を周波数分割多重化する動作を実行することを行わせる、非一時的プログラムコードを記
録している。
【００１３】
　[0014]別の態様では、ワイヤレス通信のための装置が開示され、アップリンク／ダウン
リンク構成不整合に少なくとも部分的に基づいて潜在的干渉状態を識別するための手段を
含む。また、識別された潜在的干渉に基づいて周波数リソースを制限するためにネイバー
基地局にシグナリングするための手段が含まれる。
【００１４】
　[0015]別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を開示し、コンポーネントキャリアの
ためのアップリンクまたはダウンリンク送信方向を適応的に割り当てるための手段を含む
。
【００１５】
　[0016]別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を開示し、コンポーネントキャリア内
でアップリンク送信とダウンリンク送信とを周波数分割多重化するための手段を含む。
【００１６】
　[0017]以下で、本開示の追加の特徴および利点について説明する。本開示は、本開示の
同じ目的を実行するための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用さ
れ得ることを、当業者は諒解されたい。また、そのような等価な構成は、添付の特許請求
の範囲に記載の本開示の教示から逸脱しないことを、当業者は了解されたい。さらなる目
的および利点とともに、本開示の編成と動作の方法の両方に関して、本開示を特徴づける
と考えられる新規の特徴は、添付の図に関連して以下の説明を検討するとより良く理解さ
れよう。ただし、図の各々は、例示および説明のみの目的で与えたものであり、本開示の
限界を定めるものではないことを明確に理解されたい。
【００１７】
　[0018]本開示の特徴、特性、および利点は、全体を通じて同様の参照符号が同様のもの
を指す図面とともに、以下に記載する発明を実施するための形態を読めばより明らかにな
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】[0019]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0020]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0021]ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0022]ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0023]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0024]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７】[0025]ＬＴＥにおけるアップリンクダウンリンクサブフレーム構成を示す図。
【図８】[0026]ＵＥ間干渉とｅノードＢ間干渉とを示す図。
【図９】[0027]アップリンクおよびダウンリンク保護の例を示す図。
【図１０】[0028]周波数領域分離を用いた適応ＴＤＤにおいて干渉を管理するための方法
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を示すブロック図。
【図１１】[0029]周波数領域分離を用いた適応ＴＤＤを有するシステムにおける例示的な
装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを示す概念データフロー図
。
【図１２】[0030]本開示の一態様による、例示的な装置中の例示的なモジュール／手段／
構成要素を示すブロック図。
【図１３】[0031]連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する図。
【図１４】[0032]非連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する図。
【図１５】[0033]ＭＡＣレイヤデータアグリゲーションを開示する図。
【図１６】[0034]複数キャリア構成において無線リンクを制御するための方法を示すブロ
ック図。
【図１７Ａ】[0035]キャリアアグリゲーション方式を有するシステムのための様々なＴＤ
Ｄ／ＦＤＤ構成を示す図。
【図１７Ｂ】キャリアアグリゲーション方式を有するシステムのための様々なＴＤＤ／Ｆ
ＤＤ構成を示す図。
【図１７Ｃ】キャリアアグリゲーション方式を有するシステムのための様々なＴＤＤ／Ｆ
ＤＤ構成を示す図。
【図１８】[0036]本開示の一態様による、キャリアアグリゲーション構成におけるシグナ
リングのための方法を示すブロック図。
【図１９】[0037]本開示の一態様による、例示的な装置中の例示的なモジュール／手段／
構成要素を示すブロック図。
【図２０】[0038]本開示の一態様による、キャリアアグリゲーション構成におけるシグナ
リングのための方法を示すブロック図。
【図２１】[0039]本開示の一態様による、例示的な装置中の例示的なモジュール／手段／
構成要素を示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　[0040]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものでは
ない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳
細を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業
者には明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よ
く知られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００２０】
　[0041]様々な装置および方法に関して電気通信システムの態様を提示する。これらの装
置および方法について、以下の発明を実施するための形態において説明し、（「要素」と
総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、アル
ゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュ
ータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような要
素をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、特定の適用例お
よび全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００２１】
　[0042]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、ディスクリートハードウェア回路、および本開示全体
にわたって説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがあ
る。処理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフト
ウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェ
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ア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プ
ログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーシ
ョン、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチ
ン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると
広く解釈されたい。
【００２２】
　[0043]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージ
デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または
記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を
備えることができる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、
コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
ィスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（
disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光
学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００２３】
　[0044]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
tem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evol
ved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ
：Evolved Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Ser
ver）１２０と、事業者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネッ
トワークと相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インタ
ーフェースは図示していない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供する
が、当業者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回
線交換サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００２４】
　[0045]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅノードＢ）１０６と他のｅノードＢ１０
８とを含む。ｅノードＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と
制御プレーンプロトコル終端とを与える。ｅノードＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（
たとえば、バックホール）を介して他のｅノードＢ１０８に接続され得る。ｅノードＢ１
０６は、基地局、トランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機
能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ
：extended service set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅノ
ードＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２
の例としては、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：
 session initiation protocol）フォン、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星
ラジオ、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオー
ディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、または任意の他の同
様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイル
ユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス
、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局
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、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザ
エージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で
呼ばれることもある。
【００２５】
　[0046]ｅノードＢ１０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。
ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）
１１２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネッ
トワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２
は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概し
て、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービ
ングゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮ
ゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥのＩＰアドレス割
振りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２
２に接続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネットと
、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳスト
リーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００２６】
　[0047]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅノード
Ｂ２０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得
る。より低い電力クラスのｅノードＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote
 radio head）と呼ばれることがある。より低い電力クラスのｅノードＢ２０８は、フェ
ムトセル（たとえば、ホームｅノードＢ（ＨｅＮｏｄｅＢ：home eNodeB））、ピコセル
、またはマイクロセルであり得る。マクロｅノードＢ２０４は各々、それぞれのセル２０
２に割り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイ
ントを与えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例には集中コントロ
ーラはないが、代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅノードＢ２０４は、無
線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサ
ービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。
【００２７】
　[0048]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがダウンリ
ンク上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがアップリンク上で使用される。当業者なら以下の詳
細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に
好適である。ただし、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気
通信規格に容易に拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオ
プティマイズド（ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張
され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として第
３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアインター
フェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロードバンドインターネットアクセ
スを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴ
Ｄ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセ
ス（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録
商標））、ならびに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルト
ラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）
）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、および
Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよ
びＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢ
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は、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信規格
および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全体的な設計制約に依存
することになる。
【００２８】
　[0049]ｅノードＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。
ＭＩＭＯ技術の使用により、ｅノードＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、お
よび送信ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空
間多重化は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され
得る。データストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信さ
れるか、または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得
る。これは、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および
位相のスケーリングを適用し）、次いでダウンリンク上で複数の送信アンテナを通して空
間的にプリコーディングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的
にプリコーディングされたデータストリームは、異なる空間シグナチャとともに（１つま
たは複数の）ＵＥ２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々
がそのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能
になる。アップリンク上で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータス
トリームを送信し、これにより、ｅノードＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた
各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００２９】
　[0050]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するため
のデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにお
いて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルス
トリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００３０】
　[0051]以下の詳細な説明では、ダウンリンク上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシス
テムを参照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、
ＯＦＤＭシンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散
技法である。サブキャリアは正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアか
らデータを復元することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシン
ボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィック
ス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。アップリンクは、高いピーク対平均電力比（
ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ
拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００３１】
　[0052]図３は、ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を示す図３００である
。フレーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サ
ブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表す
ためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リ
ソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、
周波数領域中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマ
ルサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、ま
たは８４個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リ
ソースブロックは、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個のリ
ソース要素を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつかはダウン
リンク基準信号（ＤＬ－ＲＳ：downlink reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（
共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、
ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対
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応する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel
）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信される。各リソース要素によって搬
送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロック
が多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００３２】
　[0053]図４は、ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の一例を示す図４００である
。アップリンクのために利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクシ
ョンとに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成
され得、構成可能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情
報を送信するためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に
含まれないすべてのリソースブロックを含み得る。アップリンクフレーム構造は、単一の
ＵＥがデータセクション中の連続サブキャリアのすべてに割り当てられることを可能にし
得る、連続サブキャリアを含むデータセクションを生じる。
【００３３】
　[0054]ＵＥには、ｅノードＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソー
スブロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅノードＢにデータを送
信するために、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てら
れ得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリ
ンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）中で制御情報を送
信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）中でデータのみ
またはデータと制御情報の両方を送信し得る。アップリンク送信は、サブフレームの両方
のスロットにわたり得、周波数上でホッピングし得る。
【００３４】
　[0055]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
 physical random access channel）４３０中でアップリンク同期を達成するためにリソ
ースブロックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送
し、いかなるアップリンクデータ／シグナリングをも搬送することができない。各ランダ
ムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有す
る。開始周波数はネットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリア
ンブルの送信は、ある時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピン
グはＰＲＡＣＨにはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少
数の連続サブフレームのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに
単一のＰＲＡＣＨ試みだけを行うことができる。
【００３５】
　[0056]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅノードＢのための無線プ
ロトコルアーキテクチャは、レイヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤととも
に示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号
処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ
２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅ
ノードＢとの間のリンクを担当する。
【００３６】
　[0057]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅノードＢにおい
て終端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と
、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サ
ブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ
１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端
（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイ
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ヤとを含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３７】
　[0058]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ｅノードＢ間のＵＥに対するハンドオーバサポートとを行う。ＲＬＣサブレイ
ヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失デー
タパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repea
t request）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。Ｍ
ＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う
。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソース（たと
えば、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨ
ＡＲＱ動作を担当する。
【００３８】
　[0059]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅノードＢのための無線プロトコルアーキテクチ
ャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およ
びＬ２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３
レイヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を
含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得するこ
とと、ｅノードＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成するこ
ととを担当する。
【００３９】
　[0060]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅノードＢ６１０
のブロック図である。ダウンリンクでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが
、コントローラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ
２レイヤの機能を実装する。ダウンリンクでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様
々な優先度メトリックに基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化お
よび並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０
への無線リソース割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動
作と、紛失パケットの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００４０】
　[0061]ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な
信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：
 forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング
（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadr
ature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift ke
ying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基
づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディングとイ
ンターリービングとを含む。コーディングされ変調されたシンボルは、次いで、並列スト
リームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、
時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され
、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに合成されて、時間領域ＯＦＤ
Ｍシンボルストリームを搬送する物理チャネルが生成される。ＯＦＤＭストリームは、複
数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器
６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を判断するために、ならび
に空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信される基
準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。各空間ストリーム
は、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に与えられる。各送
信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４１】
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　[0062]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１
レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てら
れた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の
空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって
単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで、
高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波
数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤ
Ｍシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと基準信号とは、ｅノード
Ｂ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーションポイントを判断
することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によ
って計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅノ
ードＢ６１０によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元するために復号され
、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコントローラ／プロセッサ
６５９に与えられる。
【００４２】
　[0063]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。アップリンクでは、制御／プ
ロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケット再統合と、復号と、ヘ
ッダ復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上の
すべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に与えられる。また、様々な制御信
号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６
５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定
応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００４３】
　[0064]アップリンクでは、データソース６６７が、コントローラ／プロセッサ６５９に
上位レイヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上
のすべてのプロトコルレイヤを表す。ｅノードＢ６１０によるダウンリンク送信に関して
説明した機能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、
パケットのセグメント化および並べ替えと、ｅノードＢ６１０による無線リソース割振り
に基づく論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、
ユーザプレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ｅノードＢ６１０への
シグナリングとを担当する。
【００４４】
　[0065]ｅノードＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チ
ャネル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変
調方式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６
６８によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは
、別個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４
ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４５】
　[0066]アップリンク送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同
様の方法でｅノードＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞ
れのアンテナ６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に
変調された情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０
はＬ１レイヤを実装し得る。
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【００４６】
　[0067]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。アップリンクでは、制
御／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケット再統合と、復号と、ヘ
ッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤ
パケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、
ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した
誤り検出を担当する。
【００４７】
　[0068]ＬＴＥ通信規格は、ＦＤＤフレーム構造とＴＤＤフレーム構造の両方をサポート
する。ダウンリンクおよびアップリンクの送信タイムラインは無線フレームの単位に区分
され得、各無線フレームは、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレームに区分さ
れ得る。ＬＴＥは、ＴＤＤのためのいくつかのアップリンクダウンリンク構成をサポート
する。すべてのアップリンクダウンリンク構成について、サブフレーム０および５はダウ
ンリンクのために使用され、サブフレーム２はアップリンクのために使用される。サブフ
レーム３、４、７、８および９は、それぞれアップリンクダウンリンク構成に応じてダウ
ンリンクまたはアップリンクのために使用され得る。サブフレーム１は、ダウンリンク制
御チャネルならびにデータ送信のために使用されるダウンリンクパイロットタイムスロッ
ト（ＤｗＰＴＳ：Downlink Pilot Time Slot）と、無送信のガード期間（ＧＰ：Guard Pe
riod）と、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ：random access channel）またはサウ
ンディング基準信号（ＳＲＳ：sounding reference signal）のいずれかに使用されるア
ップリンクパイロットタイムスロット（ＵｐＰＴＳ：Uplink Pilot Time Slot）とから構
成される、３つの特殊フィールドを含む。サブフレーム６は、アップリンクダウンリンク
構成に応じて、ＤｗＰＴＳのみ、またはすべての３つの特殊フィールド、またはダウンリ
ンクサブフレームを含み得る。ＤｗＰＴＳ、ＧＰおよびＵｐＰＴＳは、異なるサブフレー
ム構成について異なる持続時間を有し得る。ＴＤＤでは、ダウンリンクのために使用され
る各サブフレームはダウンリンクサブフレームと呼ばれることがあり、アップリンクのた
めに使用される各サブフレームはアップリンクサブフレームと呼ばれることがある。
【００４８】
　[0069]規格の実装に対する変更は、実際のトラフィックの必要に基づいてＴＤＤダウン
リンク／アップリンク（ＤＬ／ＵＬ）サブフレーム構成を動的に適応させる可能性を含む
。短い持続時間中に、ダウンリンク上の大きいデータバーストが必要とされる場合、ワイ
ヤレス装置は、それの構成を、たとえば、構成＃１（６ＤＬ、４ＵＬ）から構成＃５（９
ＤＬ、１ＵＬ）に変更し得る（図７に示された表を参照されたい）。適応が半静的である
場合、ＴＤＤ構成の適応は６４０ｍｓよりも遅くならないことが予想される。適応が動的
である場合、極端な場合、適応は１０ｍｓ程度に高速になり得る。２つ以上のセルが、異
なる重複するダウンリンクサブフレームおよびアップリンクサブフレームを有するとき、
隣接するセルを異なるサブフレームアップリンクダウンリンク構成間で動的に切り替えさ
せると、ダウンリンク通信とアップリンク通信の両方に干渉を生じ得る。
【００４９】
周波数領域分離を用いた適応ＴＤＤのための干渉管理
　[0070]本開示の一態様は、ダウンリンク／アップリンクリソース割振りに適応すること
を対象とする。特に、ダウンリンク／アップリンク通信が、サービングセルとネイバーセ
ルとのＴＤＤ構成に従って調整され得る。
【００５０】
　[0071]図７に、ＬＴＥ　ＴＤＤシステムについて、異なるダウンリンク（ＤＬ）アップ
リンク（ＵＬ）リソース割振りを可能にする異なるサブフレーム構成を示す。ＦＤＤシス
テムと比較して、ダウンリンクリソースとアップリンクリソースとが等しく分割された場
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合、図７に示された構成は、ダウンリンク負荷とアップリンク負荷とが異なるときに追加
の利得を与え得る。以下の説明は適応サブフレーム構成を含むが、当業者は、特殊サブフ
レームも潜在的に適応可能であることを理解されよう。
【００５１】
　[0072]ＴＤＤ構成は、セルローディングに従ってダウンリンク対アップリンクリソース
割振りの適応を行い得る。たとえば、シングルセル評価においてバースト性トラフィック
に著しい利得が示されている。さらに、セルが軽負荷であるとき、ＴＤＤ構成は送信オー
バーヘッドを低減し得る。
【００５２】
　[0073]本開示の態様は、ｅノードＢ間干渉の干渉状態と、ＵＥ間干渉の干渉状態と、遷
移期間中にある構成から別の構成に遷移するときの構成問題とを対象とする。
【００５３】
　[0074]干渉状態は、同じ事業者の使用と、異なる事業者の使用とを含み得る。特に、同
じ事業者の場合、隣接するセルのために異なる構成が展開されたとき、隣接するセルは互
いに干渉を受け得る。さらに、異なる事業者が異なるＴＤＤ構成を使用する場合、マクロ
セル境界領域において、ＴＤＤ構成が異なり得る。他の場合には、ピコセルがホットスポ
ット中に展開されたとき、トラフィック状態は、マクロセルまたは別のピコセルと異なり
得る。その上、ピコセル対ピコセルおよびピコセル対マクロセルの間で異なるＴＤＤ構成
があり得る。また、異なるホットスポットのために異なる構成があり得る。異なるキャリ
アが展開されたとき、異なるＴＤＤ構成が異なるキャリアに適用され得る。たとえば、イ
ンドでは、隣接するキャリアの周波数分離は２．５ＭＨｚ程度に小さくなり得る。
【００５４】
　[0075]図８に、基地局（たとえば、ｅノードＢ）８０１および８０２を有するシステム
を示す。ＵＥ８０３はｅノードＢ８０１と通信することを試みており、同様に、ＵＥ８０
４はｅノードＢ８０２と通信することを試みている。ｅノードＢ８０１は構成１に従って
通信しており、ｅノードＢ８０２は構成２に従って通信している。構成１および２のサブ
フレーム０～４が図８に示されている。サブフレーム（ＳＦ）３において干渉が生じる。
【００５５】
　[0076]ｅノードＢ間干渉の例示的な説明では、ｅノードＢ８０１がＵＥ８０３からアッ
プリンク信号８１３を受信することを予想している間、ｅノードＢ８０２は同じ帯域にお
いて送信する。その結果、ｅノードＢ８０２のダウンリンク信号は干渉８１０を生じ、し
たがって、予想されるアップリンク信号８１３を受信するためのｅノードＢ８０１の能力
に著しく影響を及ぼす。ｅノードＢ８０２の大きい送信電力により、干渉は大きくなり得
る。
【００５６】
　[0077]ＵＥ間干渉の例示的な説明では、ＵＥ８０４がｅノードＢ８０４からのダウンリ
ンク送信８１４を予想している間、ＵＥ８０３はｅノードＢ８０１にアップリンク信号８
１３を送信することを試みている。ＵＥ８０４のダウンリンク受信は、ＵＥ８０３の所望
のアップリンク送信８１３によって妨害され、したがって干渉８０９が生じる。ＵＥが互
いに近い場合、干渉は大きくなり得る。
【００５７】
　[0078]本開示の態様は、ｅノードＢ間干渉を低減または最小化さえすることと、ＵＥ間
干渉を低減または最小化することと、周波数領域区分と、特殊制御チャネル保護と、適応
ＴＤＤシステムにおける干渉を低減／緩和するためのキャリアアグリゲーションベースの
ソリューションとを対象とする。
【００５８】
　[0079]本開示の一態様は、適応ＴＤＤシステムにおける制御チャネルのための周波数領
域区分を管理することを対象とする。様々なＴＤＤ構成は、ＡＣＫチャネルおよび制御チ
ャネルを干渉から保護することを優先する。データチャネルは、干渉を有するサブフレー
ムを回避するためにデータを異なるサブフレームにスケジュールすることによって保護さ
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れ得る。したがって、データチャネルは、一般にＨＡＲＱ送信よりも良く保護される。し
かしながら、ＡＣＫチャネルは固定タイミングオフセットをもつデータチャネルに結合さ
れるので、ＡＣＫチャネルの保護を管理するとき、より具体的な考慮事項が使用される。
【００５９】
　[0080]干渉を受けないサブフレームでは、制御／ＡＣＫチャネル設計および区分はフレ
キシブルであり得る。しかしながら、干渉を受けるサブフレームでは、追加の保護のため
に周波数領域区分が適用され得る。
【００６０】
　[0081]図９を参照すると、セル９１０とセル９２０とを有する適応ＴＤＤシステムが示
されている。セル９１０は、基地局９１２（たとえば、ｅノードＢ９１２）とＵＥ９１４
とを含む。セル９２０は、基地局９２２（たとえば、ｅノードＢ９２２）とＵＥ９２４と
を含む。セル９１０のためのアップリンク／ダウンリンクサブフレーム構成はＤＳＵＵＤ
である（Ｄはダウンリンクサブフレームに対応し、Ｕはアップリンクサブフレームに対応
する）。セル９２０のためのアップリンク／ダウンリンクサブフレーム構成はＤＳＵＤＤ
である。セル９１０のための第４のサブフレームは「Ｕ」（アップリンク）であり、セル
９２０のための第４のサブフレームは「Ｄ」（ダウンリンク）であり、したがって、これ
らの２つのセルは、サブフレーム４において異なるアップリンクおよびダウンリンク方向
を有する。
【００６１】
　[0082]一態様では、アップリンクチャネルへの保護を行うためにダウンリンクチャネル
がブロック（または制限）される。アップリンク信号がダウンリンク送信からの干渉を受
けるシナリオでは、アグレッサｅノードＢは、隣接するセルのアップリンクＰＵＣＣＨ領
域のためのいくつかのダウンリンク局所リソースを解放することができる。アグレッサｅ
ノードＢからのブランクダウンリンク周波数ロケーションは、ビクティムｅノードＢがア
ップリンク上で保護ＰＵＣＣＨを有することを可能にする。
【００６２】
　[0083]たとえば、セル９１０では、ＵＥアップリンク信号について、ＰＵＣＣＨはエッ
ジトーン上にあり、ＰＵＳＣＨ（またはＲＡＣＨ）はミドルトーンにおいて保護される。
（セル９２０の）ｅノードＢ９２２がＰＵＣＣＨ領域を妨害しないように、次いで、ｅノ
ードＢ９２２からのダウンリンク信号のＰＵＣＣＨエリアがブロック（または制限）され
、それにより、ＵＥ９１４アップリンク信号は干渉なしに（または低減された干渉ととも
に）送信されることが可能になる。言い換えれば、アップリンクチャネルは、ダウンリン
クチャネル送信を制限することによって保護されている。
【００６３】
　[0084]別の態様では、アップリンクチャネルをブロックすることによってダウンリンク
チャネルが保護される。ＵＥのダウンリンク信号が別のＵＥのアップリンク送信からの干
渉を受ける場合、アグレッサＵＥに関連するｅノードＢは、ｅＰＤＣＣＨが送信される周
波数ロケーションのための何らかのアップリンク帯域幅を空ける。ｅノードＢは、アグレ
ッサＵＥをスケジュールしないことによってアップリンク帯域幅を空ける。
【００６４】
　[0085]たとえば、セル９２０において、ｅノードＢ９２２からＵＥ９２０へのダウンリ
ンク信号のｅＰＤＣＣＨ、ｅＰＨＩＣＨおよび／またはｅＰＣＦＩＣＨを保護するために
、ＵＥ９１０のアップリンク信号は同じ周波数帯域上でスケジュールされない。ＵＥ９１
４（たとえば、アグレッサＵＥ）からのブランキングされた（たとえば、空けられたかま
たは制限された）アップリンク周波数ロケーションは、ＵＥ９２４がダウンリンクチャネ
ル上に保護ｅＰＤＣＣＨ（および／またはｅＰＨＩＣＨおよび／またはｅＰＣＦＩＣＨ）
を有することを可能にする
　[0086]一態様では、ｅノードＢ間でＸ２インターフェースを介してダウンリンク／アッ
プリンク区分情報が交換される。
【００６５】
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　[0087]一態様では、アップリンク制御チャネル保護は、（ＵＥレベルにおけるのとは対
照的に）ｅノードＢレベルにおいてアグレッサｅノードＢによって管理される。ｅノード
Ｂ間干渉が生じたとき、アグレッサｅノードＢは、アップリンクチャネルを保護するため
に、アグレッサｅノードＢにおけるすべての周波数リソースを解放する（サイレントにす
る）。別の態様では、ｅノードＢは、異なる方向へのビームフォーミングまたは制限付き
電力とともに、特定の周波数リソースの制限付き使用を実装し得る。
【００６６】
　[0088]ダウンリンク制御チャネル保護は、ＵＥレベルにおいてｅノードＢによって考慮
／管理される。すなわち、ＵＥ間干渉のために、アグレッサユーザのための周波数リソー
スのみが空けられる。さらに、使用は低電力で制限され得、または、ＵＥが複数のアンテ
ナを有する場合、使用は異なる方向へのビームフォーミングによって制限され得る。
【００６７】
　[0089]上記で説明した保護方式はさらに、ダウンリンクおよび／または他の保護チャネ
ル（たとえば、アップリンク上のＰＵＳＣＨまたはＲＡＣＨ）上のシステム情報ブロック
（ＳＩＢ）およびページングなど、データまたは他のチャネルに適用され得る。
【００６８】
　[0090]別の態様では、ダウンリンク制御領域干渉を回避するために、被干渉サブフレー
ム中に短縮チャネルが実装される。たとえば、ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨは、
サブフレームの開始において送信しないようにフォーマットされ得る。これは、（たとえ
ば、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）に適応するために）サブフレームの終了において
送信しないようにフォーマットされたチャネルとは異なる。たとえば、図９では、領域９
０２が短縮ＰＵＣＣＨの前にある。短縮ＰＵＣＣＨは領域９０２中で送信しない。ＰＵＳ
ＣＨ／ＲＡＣＨはまた、制御データが送信されないサブフレームの開始において領域９０
４を有する短縮チャネルとしてフォーマットされ得る。
【００６９】
　[0091]図１０は、識別されたアップリンク／ダウンリンク構成によるシグナリングのた
めの方法１０００を示す。ブロック１００２において、アップリンク／ダウンリンク構成
不整合に少なくとも部分的に基づく潜在的干渉状態を識別する。ブロック１００４におい
て、識別された潜在的不整合に基づいて周波数リソースを制限するためにネイバー基地局
にシグナリングする。
【００７０】
　[0092]一構成では、ｅノードＢ６１０は、識別するための手段を含むワイヤレス通信の
ために構成される。一態様では、識別手段は、識別手段によって具陳された機能を実行す
るように構成された、受信プロセッサ６７０、送信機／受信機６１８、コントローラ／プ
ロセッサ６７５、アンテナ６２０、および／またはメモリ６７６であり得る。ｅノードＢ
６１０はまた、シグナリングするための手段を含むように構成される。一態様では、シグ
ナリング手段は、シグナリング手段によって具陳された機能を実行するように構成された
、送信プロセッサ６１６、送信機／受信機６１８、コントローラ／プロセッサ６７５、ア
ンテナ６２０、および／またはメモリ６７６であり得る。別の態様では、上述の手段は、
上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された任意のモジュールまたは
任意の装置であり得る。
【００７１】
　[0093]図１１は、例示的な装置１１００中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデ
ータフローを示す概念データフロー図である。装置１１００は、潜在的アップリンク／ダ
ウンリンク構成不整合を識別するモジュール１１０２と、識別に従ってシグナリングする
モジュール１１０４とを含む。識別モジュール１１０２は、受信モジュール１１０６から
信号１１１０を受信し、シグナリングモジュール１１０４に潜在的不整合を出力する。シ
グナリングモジュール１１０４は信号を生成し、その信号は送信モジュール１１０８に出
力され、オーバージエア１１１２で送信される。本装置は、図１０の上述のフローチャー
ト中のアルゴリズムのステップの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがっ
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て、図１０の上述のフローチャート中の各ステップは１つのモジュールによって実行され
得、本装置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュ
ールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数
のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように
構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュー
タ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００７２】
　[0094]図１２は、処理システム１２１４を採用する装置１２００のためのハードウェア
実装形態の一例を示す図である。処理システム１２１４は、バス１２２４によって概略的
に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１２２４は、処理システム１
２１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよび
ブリッジを含み得る。バス１２２４は、プロセッサ１２２２によって表される１つまたは
複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１２０２、１２
０４と、コンピュータ可読媒体１２２６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１
２２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様
々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、
したがって、これ以上説明しない。
【００７３】
　[0095]本装置は、トランシーバ１２３０に結合された処理システム１２１４を含む。ト
ランシーバ１２３０は、１つまたは複数のアンテナ１２２０に結合される。トランシーバ
１２３０は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信することを可能にする。処理システ
ム１２１４は、コンピュータ可読媒体１２２６に結合されたプロセッサ１２２２を含む。
プロセッサ１２２２は、コンピュータ可読媒体１２２６に記憶されたソフトウェアの実行
を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１２２２によって実行され
たとき、処理システム１２１４に、いずれかの特定の装置について説明する様々な機能を
実行させる。コンピュータ可読媒体１２２６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロ
セッサ１２２２によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【００７４】
　[0096]処理システムは、識別モジュール１２０２とシグナリングモジュール１２０４と
を含む。識別モジュール１２０２は、潜在的アップリンク／ダウンリンク構成不整合を識
別することができる。シグナリングモジュール１２０４は、識別された潜在的不整合に基
づいてシグナリングすることができる。それらのモジュールは、プロセッサ１２２２中で
動作し、コンピュータ可読媒体１２２６中に常駐する／記憶された、ソフトウェアモジュ
ールであるか、プロセッサ１２２２に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュー
ルであるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理システム１２１４はＵＥ６
５０またはｅノードＢ６１０の構成要素であり得る。
【００７５】
適応ＴＤＤにおけるキャリアアグリゲーション関係設計オプション
　[0097]本開示の別の態様は、適応ＴＤＤシステムにおけるキャリアアグリゲーション（
ＣＡ：carrier aggregation）関係設計オプションを対象とする。キャリアアグリゲーシ
ョン構成は、アップリンクのための複数のキャリアと、ダウンリンクのための複数のキャ
リアとを含む。ＬＴＥシステムでは、ＬＴＥアドバンストＵＥは、各方向において送信の
ために使用される最高合計１００Ｍｈｚ（５つのコンポーネントキャリア）のキャリアア
グリゲーションにおいて割り振られた、最高２０Ｍｈｚ帯域幅のスペクトルを使用する。
概して、アップリンク上ではダウンリンクよりも少ないトラフィックが送信され、したが
って、アップリンクスペクトル割振りはダウンリンク割振りよりも小さくなり得る。たと
えば、２０Ｍｈｚがアップリンクに割り当てられる場合、ダウンリンクは１００Ｍｈｚを
割り当てられ得る。これらの非対称ＦＤＤ割当ては、スペクトルを節約し、ブロードバン
ド加入者による一般に非対称な帯域利用にぴったり合う。
【００７６】
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　[0098]ＬＴＥアドバンストモバイルシステムは、２つのタイプのキャリアアグリゲーシ
ョン（ＣＡ）方法、すなわち、連続ＣＡおよび非連続ＣＡを含む。それらを図１３および
図１４に示す。連続ＣＡは、複数の利用可能なコンポーネントキャリアが互いに隣接する
ときに生じ（図１３）、非連続ＣＡは、複数の利用可能なコンポーネントキャリアが周波
数帯域に沿って分離されたときに生じる（図１４）。非連続ＣＡと連続ＣＡの両方は、Ｌ
ＴＥアドバンストＵＥの単一ユニットを処理するために複数のＬＴＥ／コンポーネントキ
ャリアをアグリゲートする。
【００７７】
　[0099]ＬＴＥアドバンストＵＥにおける非連続ＣＡでは、周波数帯域に沿ってキャリア
が分離されるので、複数の無線周波数（ＲＦ）受信ユニットと複数の高速フーリエ変換（
ＦＦＴ）とが配備され得る。非連続ＣＡは、大きい周波数範囲にわたる複数の分離された
キャリア上でのデータ送信をサポートするので、周波数帯域が異なると、伝搬経路損失、
ドップラーシフトおよび他の無線チャネル特性が大いに変わり得る。
【００７８】
　[00100]したがって、非連続ＣＡ手法の下でブロードバンドデータ送信をサポートする
ために、異なるコンポーネントキャリアのためのコーディング、変調および送信電力を適
応的に調整するための方法が使用され得る。たとえば、拡張ノードＢ（ｅノードＢ）が各
コンポーネントキャリア上の送信電力を固定しているＬＴＥアドバンストシステムでは、
各コンポーネントキャリアの有効カバレージまたはサポート可能な変調およびコーディン
グが異なり得る。
【００７９】
　[00101]図１５に、ＩＭＴアドバンストシステムのために媒体アクセス制御（ＭＡＣ）
レイヤにおいて異なるコンポーネントキャリアからの送信ブロック（ＴＢ：transmission
 block）をアグリゲートすることを示す。ＭＡＣレイヤデータアグリゲーションでは、各
コンポーネントキャリアは、ＭＡＣレイヤ中にそれ自体の独立したハイブリッド自動再送
要求（ＨＡＲＱ）エンティティを有し、物理レイヤ中にそれ自体の送信構成パラメータ（
たとえば、送信電力、変調およびコーディング方式、ならびに複数のアンテナ構成）を有
する。同様に、物理レイヤでは、コンポーネントキャリアごとに１つのＨＡＲＱエンティ
ティが与えられる。
【００８０】
　[00102]概して、複数のコンポーネントキャリアの制御チャネルシグナリングを展開す
るための様々な手法がある。１つの手法は、ＬＴＥシステムにおける制御構造の軽微な変
更を伴い、各コンポーネントキャリアは、それ自体のコード化制御チャネルを与えられる
。
【００８１】
　[00103]別の手法は、異なるコンポーネントキャリアの制御チャネルをジョイントコー
ディングし、専用のコンポーネントキャリア中に制御チャネルを展開することを伴う。複
数のコンポーネントキャリアのための制御情報は、この専用制御チャネルにおいてシグナ
リングコンテンツとして統合される。その結果、ＬＴＥシステムにおける制御チャネル構
造との後方互換性が維持されながら、ＣＡのシグナリングオーバーヘッドが低減する。
【００８２】
　[00104]さらに別の手法では、異なるコンポーネントキャリアのための複数の制御チャ
ネルがジョイントコーディングされ、次いで、周波数帯域全体にわたって送信される。こ
の手法は、ＵＥ側における高い電力消費量という犠牲を払って、制御チャネルにおける低
いシグナリングオーバーヘッドと高い復号性能とを提供する。ただし、この方法はＬＴＥ
システムと互換性がない。
【００８３】
　[00105]ＩＭＴアドバンストＵＥのためにＣＡが使用されるとき、複数のセルにわたる
ハンドオーバプロシージャ中に送信連続性をサポートすることが好ましい。しかしながら
、特定のＣＡ構成およびサービス品質（ＱｏＳ）要件とともに、入来ＵＥのために十分な
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システムリソース（すなわち、良好な送信品質をもつコンポーネントキャリア）を確保す
ることが、次のｅノードＢにとって難しいことがある。理由は、２つ（またはそれ以上）
の隣接セル（ｅノードＢ）のチャネル状態が特定のＵＥについて異なり得るからである。
１つの手法では、ＵＥは、各隣接セルにおいてただ１つのコンポーネントキャリアのパフ
ォーマンスを測定する。これは、ＬＴＥシステムにおけるのと同様の測定遅延、複雑さ、
およびエネルギー消費を与える。対応するセルにおける他のコンポーネントキャリアのパ
フォーマンスの推定は、この１つのコンポーネントキャリアの測定結果に基づき得る。こ
の推定に基づいて、ハンドオーバ決定および送信構成が判断され得る。
【００８４】
　[00106]様々な例によれば、（キャリアアグリゲーションとも呼ばれる）マルチキャリ
アシステムにおいて動作しているＵＥは、「１次キャリア」と呼ばれることがある同じキ
ャリア上で、制御機能およびフィードバック機能など、複数のキャリアのいくつかの機能
をアグリゲートするように構成される。サポートのために１次キャリアに依存する残りの
キャリアは、関連する２次キャリアと呼ばれる。たとえば、ＵＥは、随意の専用チャネル
（ＤＣＨ：dedicated channel）、スケジュールされない許可、物理アップリンク制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）、および／または物理ダウン
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）によって提供
される制御機能などの制御機能をアグリゲートし得る。シグナリングおよびペイロードは
、ダウンリンク上でｅノードＢによってＵＥに、ならびにアップリンク上でＵＥによって
ｅノードＢに送信され得る。
【００８５】
　[00107]いくつかの例では、複数の１次キャリアが存在し得る。さらに、ＬＴＥ　ＲＲ
Ｃプロトコルの３ＧＰＰ技術仕様３６．３３１におけるものなど、レイヤ２およびレイヤ
３プロシージャである物理チャネル確立および無線リンク障害（ＲＬＦ：radio link fai
lure）プロシージャを含む、ＵＥの基本動作に影響を及ぼすことなしに、２次キャリアが
追加または削除され得る。
【００８６】
　[00108]図１６に、一例による、物理チャネルをグループ化することによって複数キャ
リアワイヤレス通信システムにおいて無線リンクを制御するための方法１６００を示す。
図示のように、本方法は、ブロック１６０５において、１次キャリアと、１つまたは複数
の関連する２次キャリアとを形成するために、少なくとも２つのキャリアからの制御機能
を１つのキャリア上にアグリゲートすることを含む。次にブロック１６１０において、１
次キャリアと各２次キャリアとのための通信リンクを確立する。次いで、ブロック１６１
５において、１次キャリアに基づいて通信を制御する。
【００８７】
　[00109]本開示の別の態様は、アップリンクのための複数のキャリアとダウンリンクの
ための複数のキャリアとを含むキャリアアグリゲーション（ＣＡ）を用いた適応ＴＤＤシ
ステムを対象とする。
【００８８】
　[00110]ＦＤＤシステムでは、アップリンク信号とダウンリンク信号が同じ時間に同時
に、ただし異なる周波数において送信され得る。ＴＤＤシステムでは、アップリンク信号
とダウンリンク信号が同じ周波数において同時に、ただし異なる時間において送信され得
る。適応ＴＤＤシステムの一態様では、アップリンク信号とダウンリンク信号は、ＴＤＤ
スペクトルの同じ帯域内で同じ時間に送信され得る。
【００８９】
　[00111]本開示の一態様では、ＦＤＭ様式で同じキャリア内で異なるダウンリンク送信
およびアップリンク送信が可能にされる。たとえば、同じ帯域幅内でＰＵＣＣＨ、ＰＤＳ
ＣＨ、ＥＰＤＣＣＨおよび／またはＰＲＡＣＨが多重化され得る。一態様では、アップリ
ンク／ダウンリンク送信間の干渉を制御するためにより多くの定義されたＦＤＭパーティ
ションパターンが適用される。チャネルは適応的に切り替えられ得る。
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【００９０】
　[00112]一態様では、同じ周波数において、アップリンク送信とダウンリンク送信との
ために異なる領域が割り振られる。図１７Ａは、レガシー制御なしのシステムにおいて別
個の領域に割り振られたアップリンク送信とダウンリンク送信との一例である。特に、ア
ップリンクは、領域１７０２、１７０４および１７０６における送信のために割り振られ
る。さらに、ダウンリンクは領域１７０８および１７１０において送信される。レガシー
制御チャネルがない場合、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨはエッジトーン全体（たとえば、
領域１７０２、１７０４）上で送信され、ＰＤＳＣＨ／ｅＰＤＣＣＨはミドルトーン（た
とえば、領域１７０８、１７１０）において送信される。さらに、アップリンク送信とダ
ウンリンク送信とを分離するためにガードバンド１７１２が利用され得る。
【００９１】
　[00113]図１７Ｂに、アップリンク／ダウンリンク送信の開始において領域１７２０中
にレガシー制御シグナリングと基準信号とを含むシステムの一例を示す。一態様では、レ
ガシー制御と基準信号との影響が、マルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ：multimedia broadcast over a single frequency network）
サブフレームを使用することによって低減される。アップリンク信号がサブフレームの開
始シンボル（すなわち、領域１７２０）を使用しないように、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨと
のために短縮フォーマットが利用される。短縮フォーマットでも、ｅＰＤＣＣＨとＰＤＳ
ＣＨとが依然としてミドルトーンにおいて送信される。
【００９２】
　[00114]図１７Ｃに、より小さい帯域幅中にレガシー制御チャネルを含むシステムを示
す。したがって、アップリンク送信とダウンリンク送信とのために異なる数のシンボルが
利用可能である。アップリンク信号は、すべてのシンボルにわたってエッジトーン上で送
信する。ダウンリンク信号は、より少数のシンボルをもつ帯域の中心に制限される。
【００９３】
　[00115]別の態様では、ダウンリンクおよび／またはアップリンク送信のために異なる
キャリアアグリゲーション周波数が適応的に適用され得る（ＦＤＤ適応）。たとえば、シ
ステム中に合計８つのコンポーネントキャリア（ＣＣ：component carrier）がある場合
、ある時間に、５つのコンポーネントキャリアはダウンリンクコンポーネントキャリア（
ＤＬ　ＣＣ）として割り振られ得、３つのコンポーネントキャリアはアップリンクコンポ
ーネントキャリア（ＵＬ　ＣＣ）として割り振られ得る。別の時間に、３つのコンポーネ
ントキャリアはダウンリンクのために割り振られ得、５つのコンポーネントキャリアはア
ップリンクのために割り振られ得る。ＴＤＤ適応は、時間的に異なるダウンリンクおよび
アップリンク構成変化に適用されるが、ＦＤＤ適応は、ダウンリンク送信とアップリンク
送信とのための異なるコンポーネントキャリアに適用される。ＴＤＤ適応はまた、コンポ
ーネントキャリアごとに適用され得る。
【００９４】
　[00116]別の態様では、タイミング問題が、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）と、タ
イミングアドバンスと、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨのための開始スロットにおける新し
い短縮フォーマットとを通して管理され得る。
【００９５】
　[00117]図１８に、キャリアアグリゲーション構成におけるシグナリングのための方法
１８００を示す。ブロック１８０２において、コンポーネントキャリアのためのアップリ
ンクまたはダウンリンク送信方向を適応的に割り当てる。ブロック１８０４において、適
応割当てに従うシグナリングが行われる。
【００９６】
　[00118]一構成では、ｅノードＢ６１０は、適応的に割り当てるための手段を含むワイ
ヤレス通信のために構成される。一態様では、適応割当て手段は、適応割当て手段によっ
て具陳された機能を実行するように構成されたコントローラ／プロセッサ６７５、および
／またはメモリ６７６であり得る。ｅノードＢ６１０はまた、シグナリングするための手
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段を含むように構成される。一態様では、シグナリング手段は、シグナリング手段によっ
て具陳された機能を実行するように構成された、送信プロセッサ６１６、変調器６１８、
コントローラ／プロセッサ６７５、アンテナ６２０、および／またはメモリ６７６であり
得る。別の態様では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するよう
に構成された任意のモジュールまたは任意の装置であり得る。
【００９７】
　[00119]図１９は、処理システム１９１４を採用する装置１９００のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図である。処理システム１９１４は、バス１９２４によって概略
的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１９２４は、処理システム
１９１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよ
びブリッジを含み得る。バス１９２４は、プロセッサ１９２２によって表される１つまた
は複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１９０２、１
９０４と、コンピュータ可読媒体１９２６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス
１９２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、
様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており
、したがって、これ以上説明しない。
【００９８】
　[00120]本装置は、トランシーバ１９３０に結合された処理システム１９１４を含む。
トランシーバ１９３０は、１つまたは複数のアンテナ１９２０に結合される。トランシー
バ１９３０は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信することを可能にする。処理シス
テム１９１４は、コンピュータ可読媒体１９２６に結合されたプロセッサ１９２２を含む
。プロセッサ１９２２は、コンピュータ可読媒体１９２６に記憶されたソフトウェアの実
行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１９２２によって実行さ
れたとき、処理システム１９１４に、いずれかの特定の装置について説明する様々な機能
を実行させる。コンピュータ可読媒体１９２６はまた、ソフトウェアを実行するときにプ
ロセッサ１９２２によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【００９９】
　[00121]処理システムは、適応割当てモジュール１９０２とシグナリングモジュール１
９０４とを含む。適応割当てモジュール１９０２は、コンポーネントキャリアのためのア
ップリンクまたはダウンリンク送信方向を適応的に割り当てることができる。シグナリン
グモジュール１２０４は、適応割当てに従ってシグナリングすることができる。それらの
モジュールは、プロセッサ１９２２中で動作し、コンピュータ可読媒体１９２６中に常駐
する／記憶された、ソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１９２２に結合された
１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであ
り得る。処理システム１９１４はｅノードＢ６１０の構成要素であり得る。
【０１００】
　[00122]図２０に、キャリアアグリゲーション構成におけるシグナリングのための方法
２０００を示す。ブロック２００２において、コンポーネントキャリアをアクティブ化す
る。ブロック２００４において、コンポーネントキャリア内のアップリンク送信とダウン
リンク送信とに周波数分割多重化を適用する。
【０１０１】
　[00123]一構成では、ｅノードＢ６１０は、アクティブ化するための手段を含むワイヤ
レス通信のために構成される。一態様では、アクティブ化手段は、アクティブ化手段によ
って具陳された機能を実行するように構成された、コントローラ／プロセッサ６７５、お
よび／またはメモリ６７６であり得る。ｅノードＢ６１０はまた、周波数分割多重化する
ための手段を含むように構成される。一態様では、周波数分割多重化手段は、周波数分割
多重化手段によって具陳された機能を実行するように構成された、コントローラ／プロセ
ッサ６７５、および／またはメモリ６７６であり得る。別の態様では、上述の手段は、上
述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された任意のモジュールまたは任
意の装置であり得る。
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【０１０２】
　[00124]図２１は、処理システム２１１４を採用する装置２１００のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図である。処理システム２１１４は、バス２１２４によって概略
的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス２１２４は、処理システム
２１１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよ
びブリッジを含み得る。バス２１２４は、プロセッサ２１２２によって表される１つまた
は複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール２１０２、２
１０４と、コンピュータ可読媒体２１２６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス
２１２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、
様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており
、したがって、これ以上説明しない。
【０１０３】
　[00125]本装置は、トランシーバ２１３０に結合された処理システム２１１４を含む。
トランシーバ２１３０は、１つまたは複数のアンテナ２１２０に結合される。トランシー
バ２１３０は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信することを可能にする。処理シス
テム２１１４は、コンピュータ可読媒体２１２６に結合されたプロセッサ２１２２を含む
。プロセッサ２１２２は、コンピュータ可読媒体２１２６に記憶されたソフトウェアの実
行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ２１２２によって実行さ
れたとき、処理システム２１１４に、いずれかの特定の装置について説明する様々な機能
を実行させる。コンピュータ可読媒体２１２６はまた、ソフトウェアを実行するときにプ
ロセッサ２１２２によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【０１０４】
　[00126]処理システムは、アクティブ化モジュール２１０２とシグナリングモジュール
２１０４とを含む。アクティブ化モジュール２１０２は、コンポーネントキャリアをアク
ティブ化することができる。周波数分割多重化モジュール１２０４は、コンポーネントキ
ャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信との周波数分割多重化を実行することが
できる。それらのモジュールは、プロセッサ２１２２中で動作し、コンピュータ可読媒体
２１２６中に常駐する／記憶された、ソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ２１
２２に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの何
らかの組合せであり得る。処理システム２１１４はｅノードＢ６１０の構成要素であり得
る。
【０１０５】
　[00127]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハード
ウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロ
ック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関し
て説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装
するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業者
は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決
定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【０１０６】
　[00128]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せ
を用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組
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合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよ
うな構成として実装され得る。
【０１０７】
　[00129]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ
、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野
で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセ
ッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プ
ロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッ
サおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐し得る。代
替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として常駐し得る
。
【０１０８】
　[00130]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで
実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒
体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュー
タ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任
意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用また
は専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気
ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手
段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用
もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができ
る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（Ｄ
ＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェ
ブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波など
のワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およ
びディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（disc
）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディ
スク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（di
sk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学
的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１０９】
　[00131]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用す
ることができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明ら
かとなり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することな
く他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設
計に限定されるものではなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も
広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　アップリンク／ダウンリンク構成不整合に少なくとも部分的に基づいて潜在的干
渉状態を識別することと、
　前記識別された潜在的干渉に基づいて周波数リソースを制限するためにネイバー基地局



(24) JP 2017-201829 A 2017.11.9

10

20

30

40

50

にシグナリングすることとを備える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ２]　前記シグナリングすることが、アップリンク干渉に対処するためにダウンリンク
周波数リソースを制限するために前記基地局にシグナリングすることを備える、Ｃ１に記
載の方法。
[Ｃ３]　前記シグナリングすることが、ダウンリンク干渉に対処するためにユーザ機器（
ＵＥ）固有アップリンク周波数リソースを制限するために前記基地局にシグナリングする
ことを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記シグナリングすることが、サブフレームの開始において送信しない短縮フォ
ーマットをシグナリングすることを備える、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ５]　コンポーネントキャリアのためのアップリンクまたはダウンリンク送信方向を適
応的に割り当てることを備える、キャリアアグリゲーション構成内でのワイヤレス通信の
方法。
[Ｃ６]　コンポーネントキャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信とを周波数分
割多重化することを備える、キャリアアグリゲーション構成内でのワイヤレス通信の方法
。
[Ｃ７]　前記ダウンリンク送信が、サブフレーム中で第１のシンボルのうちの少なくとも
１つを使用しない、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　前記アップリンク送信と前記ダウンリンク送信とが、サブフレーム中で前記第１
のシンボルのうちの少なくとも１つを使用しない、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ９]　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセ
ッサが、
　　アップリンク／ダウンリンク構成不整合に少なくとも部分的に基づいて潜在的干渉状
態を識別することと、
　　前記識別された潜在的干渉に基づいて周波数リソースを制限するためにネイバー基地
局にシグナリングすることと
　を行うように構成された、を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ１０]　シグナリングするように構成された前記少なくとも１つのプロセッサが、アッ
プリンク干渉に対処するためにダウンリンク周波数リソースを制限するために前記基地局
にシグナリングするようにさらに構成された、Ｃ９に記載の装置。
[Ｃ１１]　シグナリングするように構成された前記少なくとも１つのプロセッサが、ダウ
ンリンク干渉に対処するためにユーザ機器（ＵＥ）固有アップリンク周波数リソースを制
限するために前記基地局にシグナリングするようにさらに構成された、Ｃ９に記載の装置
。
[Ｃ１２]　シグナリングするように構成された前記少なくとも１つのプロセッサが、サブ
フレームの開始において送信しない短縮フォーマットでシグナリングするようにさらに構
成された、Ｃ１１に記載の装置。
[Ｃ１３]　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセ
ッサが、
　　コンポーネントキャリアのためのアップリンクまたはダウンリンク送信方向を適応的
に割り当てる
　ように構成された、を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ１４]　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセ
ッサが、
　　コンポーネントキャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信とを周波数分割多
重化する
　ように構成された、を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ１５]　前記ダウンリンク送信が、サブフレーム中で第１のシンボルのうちの少なくと
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[Ｃ１６]　前記アップリンク送信と前記ダウンリンク送信とが、サブフレーム中で前記第
１のシンボルのうちの少なくとも１つを使用しない、Ｃ１４に記載の装置。
[Ｃ１７]　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログ
ラム製品であって、
　非一時的プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プロ
グラムコードが、
　アップリンク／ダウンリンク構成不整合に少なくとも部分的に基づいて潜在的干渉状態
を識別するためのプログラムコードと、
　前記識別された潜在的干渉に基づいて周波数リソースを制限するためにネイバー基地局
にシグナリングするためのプログラムコードとを備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ１８]　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログ
ラム製品であって、
　非一時的プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プロ
グラムコードが、
　コンポーネントキャリアのためのアップリンクまたはダウンリンク送信方向を適応的に
割り当てるためのプログラムコードを備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ１９]　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログ
ラム製品であって、
　非一時的プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プロ
グラムコードが、
　コンポーネントキャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信とを周波数分割多重
化するためのプログラムコードを備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ２０]　アップリンク／ダウンリンク構成不整合に少なくとも部分的に基づいて潜在的
干渉状態を識別するための手段と、
　前記識別された潜在的干渉に基づいて周波数リソースを制限するためにネイバー基地局
にシグナリングするための手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ２１]　コンポーネントキャリアのためのアップリンクまたはダウンリンク送信方向を
適応的に割り当てるための手段を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ２２]　コンポーネントキャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信とを周波数
分割多重化するための手段を備える、ワイヤレス通信のための装置。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月8日(2017.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリアアグリゲーション構成内でのワイヤレス通信の方法であって、
　時分割複信（ＴＤＤ）ネットワークにおける複数のコンポーネントキャリアからのコン
ポーネントキャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信とを周波数分割多重化する
こと、前記アップリンク送信と前記ダウンリンク送信が同じキャリア上で送信され、かつ
前記同じキャリアの異なる周波数領域に割り振られるように、前記アップリンク送信と前
記ダウンリンク送信が空間的に多重化され、前記アップリンク送信が、上位エッジ周波数
および下位エッジ周波数に割り振られ、前記ダウンリンク送信が、ミドル周波数に割り振
られ、ガードバンドが、アップリンク領域とダウンリンク領域との間に割り振られ、およ
び前記ダウンリンク送信が、サブフレーム中の少なくとも第１のシンボルを使用しない、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記アップリンク送信が、前記サブフレーム中の第１のセットのシンボルのうちの少な
くとも１つを使用しない、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　時分割複信（ＴＤＤ）ネットワークにおける複数のコンポーネントキャリアからのコン
ポーネントキャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信とを周波数分割多重化する
こと、前記アップリンク送信と前記ダウンリンク送信が同じキャリア上で送信され、かつ
前記同じキャリアの異なる周波数領域に割り振られるように、前記アップリンク送信と前
記ダウンリンク送信が空間的に多重化され、前記アップリンク送信が、上位エッジ周波数
および下位エッジ周波数に割り振られ、前記ダウンリンク送信が、ミドル周波数に割り振
られ、ガードバンドが、アップリンク領域とダウンリンク領域との間に割り振られ、およ
び前記ダウンリンク送信が、サブフレーム中の少なくとも第１のシンボルを使用しない、
　を行うように構成された、装置。
【請求項４】
　前記アップリンク送信が、前記サブフレーム中の第１のセットのシンボルのうちの少な
くとも１つを使用しない、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のための非一時的プログラムコードを
記録した非一時的コンピュータ可読媒体であって、
　前記プログラムコードが、
　時分割複信（ＴＤＤ）ネットワークにおける複数のコンポーネントキャリアからのコン
ポーネントキャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信とを周波数分割多重化する
ためのプログラムコード、前記アップリンク送信と前記ダウンリンク送信が同じキャリア
上で送信され、かつ前記同じキャリアの異なる周波数領域に割り振られるように、前記ア
ップリンク送信と前記ダウンリンク送信が空間的に多重化され、前記アップリンク送信が
、上位エッジ周波数および下位エッジ周波数に割り振られ、前記ダウンリンク送信が、ミ
ドル周波数に割り振られ、ガードバンドが、アップリンク領域とダウンリンク領域との間
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に割り振られ、および前記ダウンリンク送信が、サブフレーム中の少なくとも第１のシン
ボルを使用しない、
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６】
　前記アップリンク送信が、前記サブフレーム中の第１のセットのシンボルのうちの少な
くとも１つを使用しない、請求項５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　コンポーネントキャリアをアクティブ化するための手段と、
　時分割複信（ＴＤＤ）ネットワークにおける複数のコンポーネントキャリアからの前記
コンポーネントキャリア内でアップリンク送信とダウンリンク送信とを周波数分割多重化
するための手段と、前記アップリンク送信と前記ダウンリンク送信が同じキャリア上で送
信され、かつ前記同じキャリアの異なる周波数領域に割り振られるように、前記アップリ
ンク送信と前記ダウンリンク送信が空間的に多重化され、前記アップリンク送信が、上位
エッジ周波数および下位エッジ周波数に割り振られ、前記ダウンリンク送信が、ミドル周
波数に割り振られ、ガードバンドが、アップリンク領域とダウンリンク領域との間に割り
振られ、および前記ダウンリンク送信が、サブフレーム中の少なくとも第１のシンボルを
使用しない、
　を備える、装置。
【請求項８】
　前記アップリンク送信が、前記サブフレーム中の第１のセットのシンボルのうちの少な
くとも１つを使用しない、請求項７に記載の装置。
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